
液体クロマトグラフの構成

送液ポンプ
高圧ポンプにより溶離液を送る。

脈流を小さくするため、２台用いることが多い。

試料注入部 マイクロシリンジ（注射器μl）で試料を注入する。

分離カラム 試料中の多成分を分離する。

検出器 分離された各成分の量を検出する。

記録計
分離時間（横軸）に対して、各成分の量（縦軸）を
表示する。

制御部 ポンプ流量、切替弁などの制御を行う。
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分離カラム（切替式）
切替弁
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分離カラム

カラム管
分析用：Φ2-4mm, L5-50cmのステンレスクロマト管

分取用：種々のサイズのカラム

固定相
充填剤

表面多孔性粒子：空隙のない球状物の表面に多孔性の薄
膜で覆ったもの。

平衡到達速度は速いが、試料負荷量が小さい。

全体多孔性粒子：粒子全体（内部全て）が多孔性の球
状・破砕状粒子

試料負荷量が大きい。Φ3-10μmのシリカゲルや
ポーラスポリマーが用いられる。

固定相
種類

分配、吸着、イオン交換、ゲルが代表的。



検出器

紫外吸収
検出器

試料成分の紫外吸収を利用する。
検出限界：10-10g/L

感度が高い。移動相の流
速・温度の影響が少ない。

示差屈折率
検出器

試料成分を含む移動相の屈折率の
変化を測定する。10-7g/L

全ての試料成分に対応で
きるが、感度が低い。勾
配溶離はできない。

蛍光
検出器

蛍光を発生する成分を測定する。
蛍光性でない成分は、蛍光試薬と
反応させて測定する。10-11g/L

高感度で選択性に優れる。

電気化学
検出器

酸化又は還元により流れる電流を
測定する。 10-11g/L

フェノールやアミン類な
ど電化学的活性物質に適
す。

電気伝導度
検出器

イオン性成分を含む移動相の伝導
度の変化を測定する。 10-8g/L

移動相の流速・種類・温
度の影響が大きい。

勾配溶離：送液ポンプの流量を変化させて分離する方法。移動速度の速い
成分が流出した後、流速を上げて移動速度の遅い成分を流出させる。



親水溶媒 親油溶媒









分子サイズ排除クロマトグラフイ

移動相

固定相



到達時間

切替弁

濃度

分子量

分子サイズの大きいものは、早
く移動する。





溶媒の分類

脂肪族

分配クロマト用溶媒リスト
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